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f々漁民


円弱、


人間関係研究会 NEWSLETTER 1985. 6. 1 


ENCOUNTER 出会いの広場No.l


カッコウは


フィリピ ン海を渡る


木村 易


子供の乙ろ、夏になると別荘のある信


州で過ごしたので、カッコウの声は思い


出深い。何年か前の夏のある朝、清泉寮


の前のまだ霧の残る牧草地の外れの落葉


松林の方角から、カッコウの声がはっき


りと響いてくるのを聞いたら、息が詰ま


り胸の辺りが熱くなった。


カッコウが渡り鳥だという乙とを、ご


く最近新聞のコラムでで、見て初めて知つfたこ。


秋


あと、初夏に日本に渡ってくるとあった。


多少野鳥に関心のある人には常識なのか


も知れないが、カッコウといえば夏の信


州が思い出されるぼくにとっては信じ難


い思いがした。


平凡社の世界大百科事典を見ると、 fip


っこう。ホトトギス科。ホトトギスに似


ているがそれよりも大きく云々jと形状


を記したあと、 「北海道、本州、四国で


繁殖し、 8月下旬から去りはじめ、 10月


には姿を消す。冬は沖縄、台湾、フィリ


ピン、マライ諸島、パラウ、ニューギニ


アなどに渡る。 5月中旬""6月上旬に渡


来し、平地から低山の森林に多く、枝先


にとまって早暁から鳴き出すが、夜は鳴


かない。」とあった。


本号の内容


・「カッコウはフィリピン海を渡るJ


木村易


・特集「清里プログラムをふりかえる」


「清里プログラムの10年」 渡辺忠


「清里での体験」 山崎恭子


「清里プログラムで思った ζ と一自分


と出会うとと-J 高松里


・研究レポート「人間関係研究会のエン


カウンター・ク.ループ」 畠瀬直子


・心l乙残るととぱ「個性への内なる旅」


辰己和雄


・本の紹介「小集団活動と人格変容」


野島一彦


-海外情報


・事務局からのお知らせ


・編集後記


昨年の夏参加したK湖畔でのカウンセ


リング研修ワークショップは、思いがけ


ぬ幾人かの人との再会の機会となった。


数年前清里でク'ループを共にした Sさん、


10年以上も前の琵琶湖畔の S寺で矢張り


同じク'ループだったKさん、何年か前の


G市でのカウンセリング講習会で会った


初老のUさん。


ぼくたちは再会を喜び久闘を叙し合っ


たのだが、しばらくしてぼくは自分が素


直に喜べず妙に苛立たしい不快な気持に


なっているのに気づいた。ぼぐの思い出


の中の彼女たちが、ぼくの思い出の世界
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から出て夫々独り歩きするのを認めたく 鳥であると思い込みたいように。そんな


ない。そんな気持がそ乙にはあった。 ひどく当り前のととが大発見のようにぼ


その苛立たしい不快感は、ワークショ くの気持を快く昂らせた。


ップが終ったあともしばらくぼくの裡に カッコウが信州に特有の鳥でないと知


揺曳し続けた。ある時、不意に眼の前に った乙とは、ある幻滅、一抹の淋しさを


鮮かに数羽の渡り鳥の姿が際限なく広く ぼくにもたらしたけれど、同時にある解


青い海と空を背景に浮かび出て、その途 放感、拡がりの感覚も与えてくれた。海


端にからだが気抜けしたように軽く楽に を渡るカッコウの姿には、以前には感じ


なって、思わず笑いがとみ上げた。そう られなかった大きさや還しさがある。


か。 Sさんも Kさんも Uさんも、みんな


広い空聞を自由に飛んでいる渡り鳥なの 久し振りに再刊される小誌が、海の向
'"塀ト


だな。幾度もぼくはそうRまいた。 う懐しいカッコウたちの周りに拡がる空


ついク.ループとかワークショップとい 問、大気、太陽や月や星、土地々々の景


った長い旅の途次の束の間の留り木のよ 観とそ乙での生活、様々な物音や匂いな


うな場所でだけ人と会っていると、その どを、その声と一緒民運んできて呉れる


狭い周囲だけが全てであるかのように思 乙とを今ぼくは強く欲している。


い込みかねない。カッコウが信州だけの (人間関係研究会60年度代表)


一一特集 清里プログラムをふりかえる一一


清里プログラムの 10年


渡辺 忠


清里でのワークショップも、昭和51年


年以来今年で10年目となります。一昔た


ちました。そとでその10年の歩みを簡単


にふり返ってみたいと思います。


清里、そして清泉寮へ


私たちの研究会では、 49年から年 1回、


7月から 8月にかけて長期(6日間)の


ワークショップを開催してきました。そ


れは、参加者の方々にできるだけユッタ


リしたク.ループ経験をしていただくため


です。また研究会の内部的な意味づけと


しては、多くのスタッフが集まり、交流


と相互啓発をはかる場でもありました。


49年は滋賀の西教寺の道場で、 50年は


神戸の摩耶山で、そして51年は新天地を


求めて清里へと移ったのです。


清里の清泉寮は、キリスト教関係の研


修やキャンプにっかわれており、知る人


ぞ知る別天地でした。木の肌がむき出し


の建物、地元の材料によるアメリカ風の


食事、寮の方々の理解的な配慮、そして
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伺よりもハカ岳の麓の牧歌的な自然に魅


かれて10年居ついてしまいました。


当時清里駅前は、カツ井やら月見そば


を商なう食堂兼みやげ物屋が 4、5軒あ


っただけ、ようやく民宿なるものができ


はじめた頃です。駅から踏切を渡ってキ


ープ協会の門柱を越えると、日本の田舎


から一挙にアメリカの田舎に入り、ある


種のカルチャー・ショックを受けたもの


です。


50年頃からは、みるみるうちに駅前に


ピンクとホワイ卜のメルヘンチックな屈


と横文字がふえ、今や高原と牧場とアイ


スクリームが売りもののヤングのリゾー


ト地になりました。清泉寮への道の舗装


も年に 100m ぐらいずつのびています。


清里プログラムの歩み


51年清里に移ってからの夏期のワーク


ショップは、エンカウンタ-・グループ


のアドヴァンスト・コースという位置づ


けをよりはっきりとさせました。 51年52


年は、清里では長期のベイシック・ク'ル


ープを、そして別の場所で知的なセミナ


ーや講演会をといういわば二本立てでし


たが、 53年からはそれらを統合し、いわ


ば日本版ラ・ホイヤ・プログラム(注1)


をめざす乙とになります。


それを具現したのが、 53、54年です。


C. s. P. (注2)の創立メンバーの一人


であるアンドレ・オウ博士をリソース・


パースンとして招請し、 PCA(パース


ン・センタード・アプローチ)を標梼す


るプログラムが組まれました。オウ博士


が呈示した UPersonal power" Ulntrr-


士自身の敏感で肯定的な姿勢は、参加者


はもちろん、私たちスタッフにも大きな


影響を与えました。


55年からは、さらに一歩すすめて、フ


ァシリテーター養成的要素を加味する乙


とと、全員でのコミュニティ・セッショ


ンを充実する乙とを課題としました。


「養成」については、 56年以降参加者


の中からファシリテーターを募集して小


ク*ループ・セッションをもうけたり、あ


らかじめ希望者を選考して行なったりし


ました。しかし乙れらも、何を、どのよ


うに「養成」すればよいのかが必ずしも


明確でなく、またそうする乙とが参加者


にオープンでなかった乙となどもあって


再検討をせまられました。


また、コミュニティ・セッションにつ


いては、どちらかというと他者依存的な


風土の強い日本では成立しにくいと考え


られる状況の中で、それに挑戦する試み


がなされましたが、どうもスケジュール


づくりに費される乙とが多く、いまだに


摸索が続いています。


今年の清里プログラムでは、乙れらの


経験を踏まえて、一味違ったワークショ


ップにしようと考えております。と期待


下さい。


参加者の声


清里プログラムから帰ってからの参加


者の声をいくつかと紹介しましょう。


「伺かどっしりしたものが心の内にす


わり込んでいる。それは快・不快を通り


こして「在るな」と感じる……それで十


分だと思う。……サラサラとした感じで


ition" ttBalance" などの概念と、博 過しているその後です」
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「乙の世の現実を生きるととが許され


ないかのような、我身一つを支えるのが


精一杯の日々があったのが、記樟から遠


くなりつつあります。……あれ以後も私


の周辺には色々なととがあって、まるで


仕組まれているかのように大きな力が動


いているのを感じます」


「私の心には「あんなもんかあ」とい


う言葉が浮びました。その意味の一つは、


自分自身の重い感じがあまりにもあっけ


なく消え去ってしまって……。もう一つ


は、 「心」へのアプローチを日頃から心


がけている人達が集まっても、クVレープ


となるとなかなかうまくいかず、やはり


「言葉」を相手にしてしまうんだなあと


思えたという乙と」


「参加者の伺人かの人達の意識に、私


は少々怒りを感じました。一般社会にい


る人達と、ワークショップに集まった人


達はちがうんだという意識。確かにワー


クショップは本当のと乙ろを話そうとい


う心の準備が前もってで、きる所です。し


かし、日頃の不満や不安をすっきりさせ


ればそれでいい、社会は毒のかたまりだ、


では何の進歩があるのだろう」


「創造性、主体性を尊重するというル


ールを尊重するというと乙ろがなきにし


もあらず。コミュニティ・セッションは


かえってきゅうくつでした」


数字から見る清里プログラム


本来、乙のような心にかかわる営みを


数字で語るのは意味がないかも知れませ


んが、清里がらみの数字をいくつか。ま


ず、 51年から59年までののべ参加者数は


376名、そのうち女性が 198名、男性が


178名でした。年々女性の参加者の数が


ふえています。


53年以降のデーターで見ますと、年齢


的に最も多いのは20代で 149名、 30代が


63名、 40代が41名、 50代以上が33名です。


乙れも年々若返り傾向で、とく t乙56年以


降は40代以上がガタッと減りました。


参加者の職業でみますと、学校の教員


が最も多く 72名、次が児童相談所などの


カウンセラーで61名、学生が56名、医師


・看護婦が30名、産業人が26名となって


おります。最多参加回数は、東京のKさ


ん(男性)で 7回でした。


さて、清里プログラムは乙れからど乙


へ向ってどうなってゆくのでしょうか…。


その可能性の一つを示すのが今年の清里


プログラムです。


注 1)毎年夏に、カリフォルニア州ラ・


ホイヤで開催される C.S. P. (注2) 


主催のファシリテーター養成のため


の長期ワークショップ


注 2)c. R.ローヲャズが主宰する人間研


究センターの乙と。


清里での体験


山崎恭子


人には誰しも、 m言い残した言葉"と


いうのがあるような気がします。あの時


たったひと言ああ言えば良かった、あの


時あの思いを伝えるととが出来ていたら、


というような心残りが、 1つや2つ、心


の中にしまわれているのではないでしょ


うか。


私にとって 3年前の清里は、それまで


心の奥にしまいとまれていた(自分でも


意識せずにいた)自分の中の心残りを、


いくらか解消する乙との出来た体験でし
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た。ある場面で思いがけず自分の口から


出て来た言葉がありました。その時、伺


の脈絡もなくずーとずーと以前のととを


思い出しました。~~ああ、あの時、自分


は乙の言葉が言いたかったのに"と思っ


たのです。不思議な体験でした。そして


やっと、そのずーとずーと以前の心のひ


っかかりから解放された、という気持を


味わいました。


だから、清里へ来ても、私は一人だっ


た。 50人ものグループの中でも、私はた


だその中にいただけたったし、小グルー


プに入っても、他者は相変わらず遠かった。


それまで出たエンカウンターク'ループ


では、いつも誰かのそばにいた。人との


出会いの暖かさの中で、ヌクヌクできる


経験がとても大切だった。でも、清里で


は違っていた。多分、何か切実に、一人


自分の思いを口に出すこと、言葉にす でいたかったのだと思う。


る乙と、誰かに伝える乙と、それは人民 最終日の前日、セッションを途中で抜
〆禰柄、 . 


/守開、


とって不可欠なことのように思います。 け出して、 30分程、大きな部屋で一人で


自分の思いを自分の言葉でしっかり表わ


すことが出来たなら、きっと心の扉は 1


つ男かれるに違いありません。言い残し


た言葉が心の中にたまったら、人はだん


だんものが言えなくなって来るのではな


いかと思います。(乙れは私自身の体験


です)


時々心の中の整理をしたいと思います。


心の中にたまったものを言葉にして、外


l乙出してやりたいと思います。


清里での体験の 1つです。


清里プログラムても思ったこと


一自分と出会うこと-


高松 里


私が清里プログラムに参加したのは、


198昨だったと思う。その年、私は北海


道の大学を卒業して、 1カ月内地をフラ


フラして、神戸で素適な大学と先生に出


会った。そして、夏のその頃、私は「一


人で生きていく乙と」を考えていた。自


分には伺もない、と感じていたし、伺も


ない乙とがとても自由に思えた。


ころがっていた。日が照っていて、外は


明るく、静かだった。そして「自分のと


とをひどく無価値な人間だと思って生き


てきたんだなあ」とフト思った。そこへ、


メンパーの一人が迎えに来てくれて、セ


ッションルームに戻った。そして、 「今、


こんなこと思ってね」と話し出したとた


ん、涙が出てきて話せなくなった O 自分


は一人で生きてきたし、とれからも一人


で生きていっていいんだな、というとと


がメンバーに励まされて、わかった気がした。


清里では、たくさん思い出が残った。


ノfーティの夜は、他のグループの女性と


朝まで徹夜で話し、朝もやの中を散歩し


た。[私はグループを抜けますJと宣言


した女性。 [40年も生きてきてCくろう


さんと」と言った私と同年の女の子。イ


ンタレストでは、長い時間一人の人の生


きてきた道を聞いた。乙れらすべてが、


近づきすぎず、それでも伺か触れあった、


というさわやかさが残った。


だから……というわけではないが、私


は今ファシリテーターをやり、カウンセ


ラーをやっている。
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-研究レポート.


人間関係研究会の


エンカウンター・グループ


畠瀬直子


1. はじめに


エンカウンタ-・グループが心理学者


の聞に知られるようになったさきがけは、


1970年に始まる人間関係研究会の活動に


負う所が多いと云えよう。第一回のワー


クショップ参加を呼びかける案内書は乙


たととを確認する。


2. 本会の E・Gの特色


(1)従来人間形成に関しては母子関係に代


表される個と個の関係に関心が集中して


きた。しかし、近代化による社会システ


ムの急変の中で、社会的動物といわれる


人聞が自己を維持する生命線とも云える


安心して所属できる準拠集団を失いつつ


ある。近代化と精神的不安定との結合は


乙の辺に一大要因がある。


乙の状況では、個人の内面で目ざめて


う告げている。 いる FullyFunct ioningへの欲求は支え


「人間関係の改善と個人の創造性を発 とする場を見い出せず、葛藤は高まるば


展させる乙とは、今日大きな社会的課題 かりである。 E・Gの場で感じとられる


となってきました。世上によく呼ばれる ものは、社会的動物である我々がそのル


巨大企業における人間疎外、学校におけ ーツを捜し当てたような安心感である。


る教師と生徒との断絶、地域社会にみら 他者との対決でさえも、乙れを土台とし


れる非行と精神障害者問題、家庭内にお た上でなければ気づきや学びを提供しな


ける夫婦親子の緊張と疎遠など、人聞の い。臨床心理学の視点からみれば、個人


問題乙そ自然科学の発展にもまして解決 の治ゆ力・成長力をひき出す豊かな条件


を急がねばならない重大な課題でありま をE・Gの場に認めるととができる。


す。 J (2)エンカウンター・クーループの持つGroup


以来14年、参加者の多くは E・G参加 Atmosphereの特徴は受容性にある。自


F僚が


によって門生きる"乙とに対してHYeJ' 己の存在を集団に受けいれられたという F 


と確信を持って答えられるような暖いも 体験である。非社会的で対人関係形成能


のを得ていった。独身時代に参加した人


々も今や中年になり家庭人として人聞を


育てる重要な役割を負っているが、日本


人が長く習いとしてきた父権中心を脱皮


して力いっぱい家族と係り、共に育ち合


う関係づくりに力を入れている。彼らに


接するにつけ、我々の活動が人間性伸長に


対する大切なインパクトー 1億 2千万


近い人口を持つ乙の国では大海の一滴に


すぎないかも知れないがーーを与えてき


力の弱い個人、攻撃性のコントロールが


下手で現実生活では衝突の連続で集団か


ら浮上してしまう個人、内問的心理世界


を持ち他者との疎通性がないために変り


者と思われてしまう個人、社会経験の不


足や弱い者いじめの犠牲になった経験か


ら対人緊張の異常に高い個人、深い心理


的外傷を持ち乙れを隠す必要から対人関


係を恐れる個人、様々な人々が自己防衛


をはぎとられる恐怖を感じずに参加でき
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明快


る雰囲気をE・Gは所有する。


ファシリテーターの機能はこういった


受容的雰囲気作りにおかれ、自己探求は


むしろメンバー相互の係り合いの中から


自発的に生じるととが重視される。日本


カウンセリング協会が導入してきた沈黙


の共有、打ち破ろうとする激しい葛藤か


らスター卜する非指示的クりレープ・ワー


クや、 STの流れをくむ集団との一体感


作りを目ざして自己防衛の撤去を激しく


求めるクソレープ・ワークとこの点が一番


異ると思われる。


(3)自己変革を他者との関係の中で試みる


実験室としてのE・G。自己を実現しよ


うとする志向性を内在させる我々は、社


会的動物である故氏、対人関係の中で適


応しながらそれを実現していく必要があ


る。幼児、母親のふと乙ろを借りてその基本


を刻み込む。やがて集団教育の場に参加し


てより広い世界で適応して生きていく対


人関係の技術を身につける。


しかしながら責任ある大人として生活


をスター卜した後は、それまでの歩みの


中で十分な適応能力を身につけていなく


ても、何らかの事情できわめて未熟であ


っても、一様に大人として扱われる。隠


しもつ未熟さを曝け出してきたえ直す場


は提供されない。社会構成員としての責


任、親としての責任、年長者としての責


任等、個人の背負う責任ばかりが大きく


なり、自己を見つめ、自己形成を補強す


行為せねばならない。


我々に終生つきまとう内的揺らぎを共


にShareしあう場は極少である。歴史上


例を見ない巨大規模の社会集団、激しい


変動、を特色とする現代社会民生きる我


々は、実は自己の再構成を終生に渡って


必要とするのである。人生のスタートに


母親のふところを借りたように、自由に


試行する場が必要で、ある。 E.Gへの参


加者は、様々な形でE・Gを対人関係実


験室として利用する。


3. 本会の実践の経緯


(ワークショップ日数)(募集数)


年度 プt.J五
ラム 2日3日4日5日6日参加総数


70 1 2 週 |習 40 


71 1 1 52 


72 5 4 1 117 


73 6 2 3 1 192 


74 7 3 3 1 204 


75 15 3 8 2 1 441 


76 14 3 7 2 2 374 


77 21 7 9 1 1 508 


78 17 2 3 9 3 413 


79 20 2 7 7 3 503 


80 21 3 6 8 3 529 


81 24 3 7111 2 616 


82 28 3 7113 3 9)1 716 


83 25 2 7 10 4 663 


84 28 3 10 12 3 717 


る場は少い。弱さを曝す乙とは傷を受け 現在までの参加者は延べ6085名となる。


やすく、弱注は自己の内奥へ深く塗りこ 特に大きな増加が見られる75年のプログ


められてしまう。 30才、 40才という年令 ラムでは、いわゆるベーシック・エンカ


を迎えても Identityを問い直す経験が必 ウンター・グループの実践だけでなく様


要であるのに、出来あがった人間として 々な個性を持つグループ・ワークが出現
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している。〔ジェネラル・ E・G、E • 


G ・セミナ一、夏季E・G、高校生とお


となのグループ、富士山麓朝霧高原カウ


ンセリング研修会、集中的イメージ・エ


ンカウンター・ク・ループ、相互啓発的E


• G 、夫婦のためのE・G、 帆親"のた


めのク'ループ、青年のE・G)


個性あるプログラム作りは今日まで引


き継がれているが、その中で、現代人共


通の「知性の伸長だけが人間性の豊かな


伸長とは云えないのではないか」との問


いかけから始まった全存在を活用してい


とうという方向が我々の活動に於ても色


濃く見られる。また、知的訓練を積んだ


参加者よりそうでない参加者の方が様々


なアプロ品チに対してオープンである。


4. 心理的損傷について


各個人に与えられた内的可能性の自発


的展開をク・ループ進展の基調に据え、フ


ァシリテーターの側がメンバーの自己防


衛をはぎとる動きに出ないE・Gの受容


的雰囲気の中では心理的損傷は大きな問


題とならないというのがE・Gを推進し


てきた人々の経験から出た結論であった。


かつてC.R.ロジャースと乙の問題に


ついて語った時、彼はとう話してくれた


「心理的損傷については、メンバー全員


の体験の流れを大切にするとよい。彼ら


の常識は信頼できる。かつてグループに


分裂病患者が参加していて、幻想の世界


を語り出した乙とがある。すると、メン


パーの応答はガラリと変化して、 「それ


で、職場ではどうですか?.!I家族との関


係はうまくいってますか」と、きわめて


現実的で援助的発言になり、彼の幻想を


押し広げるような動きに出るメンバーは


いなかった。」


我々の実践は自発的選択にもとづく参


加手続を必要とするので、乙れがひとつ


のスクリーニングになる。しかし実践の


発展と共にE・G参加への誘いも増えつ


つあり、境界線の問題を持つ個人の参加


も現実に見られる。それら損傷を受けや


すい個人へのグループ・アプローヂを研


究する必要と同時に、援助の限界を感じ


たカウンセラーがE・GIL拠り所を求め


て、自発的決定の出来ないクライエント


を送り乙まないよう呼びかける必要があ


る。複雑にからまり合うクーループの対人


関係から学びを得るには、最低限の自己


防衛力が必要である。


5. フアシリテーターの役割


聞かれた一個人として存在しつつクツレ


ープを見守り促進していく。新しいリー


ダー。


(昭和59年第 3回日本人間性心理学会自


主シンポジウム発表)
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〆イ稿、


市納、


-心に残ることば.


個性への内なる旅


辰己和雄


今ある自分から出発せよ


人は個性的にしか生きられないのだから


今ある自分は 今ある他者とは違うのだ


伺もかも違うのだ


生きてきた歴史が違う


プロセスが違う


そ乙に何らかの差があるとしても


それは仕方のない乙とだ


その差乙そ 個性なのだ


評価やら 上下の問題ではなくて


重い重いその人の


人生の歴史の結果なのだ


その重さに乙そ 尊さがある


その尊さを認めよ 受け容れよ


ユニークな個人たる自分に目覚めたとき


どんな他者からの評価も怖くはない


最も恐ろしくて危険なことは


自分を偽る乙とだ


本当にしたいこと


本心からそうありたいと願うこと


胸の奥に確かに存在する


自分の乙の願いに


ど乙まで忠実でありえるか


それが最も大切なととだ


1 9 8 4. 2. 1 3 


(※グループ参加中に書いた日記を詩の


形にかえたものです)


.本の紹介.


P. B.スミス編岡村ニ郎編訳 ef!:大路書房〉


小集団活動と人格変容


野島一彦


本書では、感受性訓練、エンカウター


・グループ、セルフ・ヘルプ・グループ、


治療的コミュニティ、ソーシャル・ク・ル


ープ・ワーク、組織開発等のグループ・


ワークの実践・研究の総括か潰みられている。


「感受性訓練とエンカウンター@効果l、


「体験ク。ループ内の進行過程と力動性に


関する研究」は、従来の研究を巾広く丹


念にレビューしており、研究上非常に参


考になる。 r集団内での個人学習理論」


は、意欲的な理論化で面白い。


「臨床場面でのク'ループの有用性」、


「ソーシャルワークにおけるグループの


目的」、 「自己援助グループ」、 「産業


界における組織開発:その進歩と停滞」、


「学校における組織開発」は、ク.ループ.


ワークの適用上の諸問題を扱っており、


示唆的で有益である。


本書は、グループに関心がある人、グ


ループに参加した乙とがある人、グルー


プ実践家、研究者それぞれに刺激を与え


てくれるだろう。ただ翻訳が多少読みづ


らい点が残念で、ある。


.海外情報.


A Person Centered Approach to 


Express ive Thrapy 


プログラムのお知らせ


一昨年の春に来日したナタリー・ロジ


ャースさんが開催する企画で、来談者中


心療法に、身体運動、描画、音楽、イメー
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少など非言語的表現を取り入れたもので


す。現代損なわれがちな直感的表現を促


し、人間の知的側面と直感的側面の統合


を目指すものです。カール・ロジャース


.博士もァ部参加されます。


*期間は、 2年聞に渡っており今年は、


以下のプログラムが行なわれます。


レベル 1 7月21----26日 ( $ 390 ) 


レベル 2 7月29日----8月10日


( $ 605 ) 


*開催場所は、サ ンフランシスコの


Sonoma State University です。


*問い合わせ・申し込み先は、


Person Centered Expressive Thera py 


Instittite， 2675 Cleveland Ave. ， 


Sui t 4 San ta Rosa， CA 95401， USA 


(編集局にもパンフレットがあります)


。事務局からお知らせ0


・お詫びと訂正


① 1985年度プログラムの 6頁のNo.13 


「看護とエ ンカウンター・グループJ


の「ファシリテーター」の欄、大須賀


発蔵は見藤隆子の間違いです。


②また、8頁のNo.22の「名称」の欄、 「教


育のためのエンカウンター・グループ


ーー経験と ……」は、 「教育のための


エンカウンター・グループ経験と一 ..1


の間違いです。ご訂正下さい 0


・お願い


当研究会の年間プログラムおよび文献


資料をご希望の方は、事務局までと連


絡下さい。


O編集後記 O


・59年末のスタッフ・ミーティングでニ


ユース・レターの復刊が話し合われ、今


年度から小柳が担当する ζ とになりまし


た。乙の会の r夫婦のためのE・G...托


参加したのが結婚 したばかりの10年前、


思いがけない巡り合わせを感じます。


eE  ・GI乙参加した後、何回かニュース


・レターが送られてきました。当時の私


は「えらい先生が書くものだJ と思って


いました。乙れを手にした人の中にも同


じように感じる人がいるでしょうが、で


きるだけグループ民参加された方の r生


の声」を載せやすいものにしていきたい


と思っています。 /


・今回はひきびさの発行という乙ともあ


って、 参加者からの原稿がほとんど入り


ませんでした。スタッフが中心で、乙れ


まで‘の活動をふりかえったり、会の紹介


的なも のが多くな りました。乙れか らは


集まってくる原稿によって柔軟に変えて


いくつもりです。心にわいた言葉を書 き


とめて、編集局まで送って下さい。 6月


と11月比発行予定です。


・特にク。ループで、ふと口をついて出た


言葉や心に触れた言葉で‘「心に残る ζ と


ばJ というコラムを充実させたいと思っ


ています。御協力くだ主い0


・本誌を御希望の方は、郵送料と合わせ


て一回分60円切手 2枚を編集局宛お送り


下さい。


人間関係研究会


事務局 〒145 東京都大田区上池台
1-34-26 渡辺忠


編集局 〒 761-01香川県高松市屋島
西町 2076-1屋島住宅 5-
305 小柳晴生・欣子


印刷所 溝 淵 印 刷
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